
公 式 試 合 語 録

第85回全日本女子ホッケー選手権大会 公益礼節法人

日本ホッケー協会

試合番号 試合日 開始時間 種別/プール/回戦 試合会場 

1 111月29ロ(金)1 9:00 凋戦
1

赤磐市熊山運動公園多目的広場 

薫÷ム名二㌧ 学生2位 

天理大学 

奈良県 

1 

0 lQ l 

2 

0 2Q 0 

l 3Q 0 

0 4Q 1 

時間 背番号 氏 名 (GK/C) 音∴∴G音∴; Y、 

× l 狩野 虹星 (GK) 

× 2 三上 舞子 

× 3 山口 瑠那 

× 4 川本 美優 

× 5 小林 こゆき (C) 

× 6 岡垣 空 

× 8 北山 真央 

8 9 田中 芹菜 

× 10 村山 裕香 

11 12 江頭 奈美恵 

13 14 曽根 木香 

11 17 谷 柚季 

31 18 吉野 奈津美 (GK) 

× 19 新田そら 

× 20 澤田 結月 

10 23 井出 はるね 

× 24 藤原 姫愛 

14 26 井上 愛翔 

コーチ 湯田 ひとみ 

チーム名 社会人PC3位 

グラクソ・スミスクラインOrangeUnited 

栃木県 

時間 背番号 氏∴∴∴名 (GK/C) ;∴G∴; Y 

1 河上 かりん (GK) 

× 2 佐藤 瑞帆 

4 3 中村 詩織 

× 4 中村 荊緒 (C) 

× 5 加藤 夏美 

× 6 山根 麻衣子 

× 7 村山 美穂 

× 10 佐々木 杏果 

4 11 町田 未来 

× 12 小宮 晴菜 

5 13 伊藤 星 

5 14 島谷 日葉子 

5 15 狐塚 由衣 

× 16 田中 彩樹 

× 17 狐塚 美樹 

× 18 工藤 優 (GK) 

× 19 五島 梨奈 

5 20 水谷 美稀 

コーチ 小澤 和幸 

得点 【槌類:FGこフィールドゴール.PC:=ペナルティコーナー.PS=ペナルティストローク】 

チーム 時間 No. 種類 得点 チーム 時間 No 種類 得点 チーム 時間 No 種類 得点 

グラクソ・ 2 5 PC 0
-

1 

天理大学 40 8 FG 1
-

1 

グラクソ・ 56 12 PC 1
-

2 

待粗事項: VUMP: 我変頼子 
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小澤 和幸コーチ湯田 ひとみコーチ
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 監  督  監  督⾧谷部 謙二 佐藤 智恵

26 井上 愛翔 20 水谷 美稀

× 19 五島 梨奈× 24 藤原 姫愛

23 井出 はるね × 18 工藤 優 （GK）

17 狐塚 美樹× 20 澤田 結月 ×

× 16 田中 彩樹× 19 新田そら

島谷 日菜子14

18 吉野 奈津美 （GK） 15 狐塚 由衣

17 谷 柚季

13 伊藤 星

田中 芹菜

14 曽根 木香

× 12 小宮 晴菜12 江頭 奈美恵

町田 未来× 10 村山 裕香 11

10 佐々木 杏果9 ×

×× 8 北山 真央

× 6 山根 麻衣子× 6 岡垣 空

加藤 夏美

7 村山 美穂

× 5 小林 こゆき （C） × 5

4 中村 莉緒 （C）× 4 川本 美優 ×

1 河上 かりん （GK）

2 佐藤 瑞帆

中村 詩織

× 2 三上 舞子 ×

× 3 3山口 瑠那

× 1 狩野 虹星 （GK）

時間 背番号 氏   名  (GK/C) Ｇ Ｙ Ｒ時間 背番号 氏   名  (GK/C) Ｇ Ｙ Ｒ

0 0

1 3 Q 0
奈良県 0 4 Q 1 栃木県

チーム名 社会人PC 3位

天理大学 0 2 Q 0
グラクソ・スミスクラインOrange United

チーム名 学生2位

1

0 1 Q

1 11月29日 (金) 9:00  1回戦

1

2

赤磐市熊山運動公園 多目的広場

試合番号 試合日 開始時間 種別/プール/回戦 試 合 会 場

公 式 試 合 記 録 【戦 評】

第85回 全日本女子ホッケー選手権大会 公益社団法人

日本ホッケー協会

【戦評】

晴れの国岡山、澄み切った空気の青空の元、開始の笛の音が熊山に鳴り響き幕が切って落とされた。

大会初日第1試合は、学生2位：天理大学対社会人3位：前回準優勝のグラクソ・スミスクラインの対戦となった。

１Q 天理大のセンターパスで始まった。開始早々２分グラクソがPCを獲得、＃５加藤が左からタッチシュート、

先制ゴールを挙げる。その後、中央付近での攻防が続き、両チームとも決定的なチャンスがなく０－１で

グラクソがリードして第１Qを終了．

２Q 第２Qに入ると、天理大が反撃を始めサークルトップ付近まで再三攻め込むが、グラクソの堅いディフェンス

陣に阻まれる。一方、グラクソは23分PCを獲得するも天理のデイフェンスに阻まれ得点ならず。続けて28分

PCを獲得するもシュートがゴール左に外れ得点ならず。０－１のまま第２Q終了。

３Ｑ 第３Qに入ると、グラクソが左右に展開し押し気味に進める。一方、天理大もカウンターで攻撃し４０分

左からの縦パスを＃８北山がタッチシュート、同点に追いつき１－１で第３Q終了。

４Q 第４Ｑに入ると、グラクソが押し気味に進め４７分ＰＣを獲得したが得点に至らず。５５分グラクソが

チャレンジでＰＣを獲得し＃１２小宮が貴重な追加点を挙げ、結局、１－２でグラクソが競り勝ち明日の

準決勝に駒を進めた。


